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Ⅰ．スポーツ・ツーリズムの定義

　わが国における余暇市場は 80兆 930億円であり，
その内，スポーツ関連が 4兆 2,970億円，観光・行
楽関連が 10兆 9,720億円に及ぶ市場規模を占めてい
る（社会経済生産性本部，2006）．スポーツとツーリ
ズム（観光）は共に大衆的なレジャー活動として多く
の人々に享受されており，その受け皿となっているス
ポーツ産業およびツーリズム産業は発展を遂げてい
る．
　スポーツと同じようにツーリズムは，人々にとって

馴染みの深い言葉であるが，いずれも多面的な意味を
もち明確に定義することは難しい．また，スポーツと
ツーリズムの概念は，互いに関係し合い重なり合う部
分がみられる．スポーツはツーリズムという行為の重
要な活動となり，ツーリズムはスポーツという活動に
伴うことがある必然的な行為である．
　Robinson and Gammon（2004）は，スポーツを主
目的とした旅行であるスポーツ・ツーリズムと，スポー
ツが旅行の副次的な活動となるツーリズム・スポーツ
に大別した（図 1）．スポーツ・ツーリズムについて
はスポーツ活動の競技志向・レクリエーション志向と
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図1　スポーツとツーリズムの概観

表1　スポーツ・ツーリズムに関連する定義の抜粋
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いう軸を，ツーリズム・スポーツについては旅行の副
次的・付随的という軸を基準として，ソフト定義とハー
ド定義の分類を行っている．
　スポーツ・ツーリズムの概念整理を試みた Hinch 
and Higham（2001）は，スポーツ・ツーリズム，スポー
ツ・ツーリスト，ツーリズム・スポーツといった用語
の定義について検討している．表 1には，先行研究に
みられる用語の定義が示されており，活動，空間，時
制の次元によってツーリズムが表現されている．活動
次元では，旅行の第一目的としてスポーツに参加する
スポーツ・ツーリストと副次的活動としてスポーツに
参加する形態であるツーリズム・スポーツが区別され
ている．また，競技スポーツ，生涯スポーツ，アウト
ドア・レクリエーションへの参加といった能動的な活
動に加えて，スポーツ競技の観戦やスポーツ遺産展示
の見学といった受動的な活動が，スポーツ・ツーリズ
ムの範疇に入っている．空間次元については，自宅周
辺から離れた日常生活圏外に滞在することが明示され
ている．時制次元では，滞在期間を 24時間以上とす
る主張があるが，宿泊旅行と同じように日帰り旅行を
含めて解釈することが多い．これらの定義から読み取
ると，非日常空間に一時的であれ滞在してスポーツ活
動を行う旅行全般を広く捉えてスポーツ・ツーリズム
であると言うことができよう．

Ⅱ．スポーツ・ツーリズムの分類と範疇

　Hall（1992）は，ホールマーク・イベント，アウト
ドア・レクリエーション，ヘルス・フィットネスに
関係するツーリズムを含めて，3領域からなるスポー
ツ・ツーリズムの範疇を示した．ホールマーク・イベ
ントは，国民体育大会や甲子園（全国高校野球選手権
大会）のような国内選手権大会，あるいはサッカー・
ワールドカップやオリンピックといった国際スポーツ
イベントのことである．アウトドア・レクリエーショ
ンは，スキーやカヌーのような自然環境で行われるス
ポーツ活動であり，冒険の要素が加えられたアドベン
チャー・ツーリズムもこの領域に含まれる．ヘルス・
フィットネスは，ウォーキングや水泳といった健康志
向のスポーツ活動，またはリゾートに滞在して行われ
るゴルフやテニスといったスポーツ活動を指す．
　Weed & Bull（2004）は，主要なスポーツ・ツーリ
スト，交流体験のスポーツ・ツーリスト，スポーツに
関心があるツーリストに分類して，スポーツ・ツーリ
ズム参加者の特性について説明した．主要なスポーツ・
ツーリストには，エリート競技者，アウトドア・アド
ベンチャー・ツーリスト，競技観戦者，サッカーとク
リケットに傾倒しているファン，ゴルフとスキーの

ツーリスト，大衆参加イベントが列挙されている．交
流体験のスポーツ・ツーリストとしては競馬観戦者が
例とされており，またアフタースキーや接待ゴルフの
場面が紹介されている．スポーツに関心があるツーリ
ストには，ノスタルジア（懐古）スポーツ・ツーリス
トと，休日キャンプや海水浴のツーリストが挙げられ
ている．
　都市のシンボリックなイメージをつくるスポーツ施
設や博物館に着目した原田（2003）は，スポーツ参
加型，スポーツ観戦型，都市アトラクション訪問型と
いう 3つのタイプに分けて，スポーツ・ツーリズムの
現状について説明している．参加型スポーツ・ツーリ
ズムには，スポーツ大会に選手として参加する競技志
向のツーリズムと，楽しみのためにスポーツに参加す
るレクリエーション志向のツーリズムがあり，多様な
参加形態がみられる．観戦型スポーツ・ツーリズムで
は，スタジアムやアリーナが整備された大都市で開催
されるメガ・スポーツイベントが，多くの観戦者を引
きつけている．スポーツインフラ訪問型ツーリズムに
おいては，定期的に行われているスタジアムツアーや，
プロスポーツクラブの輝かしい歴史を展示しているス
ポーツ博物館に多くの人が訪れている．
　工藤・野川（2002）は，わが国における観光資源
としてのスポーツ・ツーリズムの範疇について検討し
ており，地域活性化を目指して開催されているスポー
ツイベント，観客動員が見込めるプロスポーツ，自然
資源に設置されているレクリエーション施設，といっ
た直接参与するスポーツおよび観戦するスポーツをス
ポーツ・ツーリズムの対象領域と定めている．
　グローカル化社会におけるスポーツ・ツーリズム政
策を検討した二宮（2008）は，全国都道府県の観光
ウェブサイトが提供しているスポーツ・デスティネー
ション情報について調査研究を行っている．わが国の
スポーツ・ツーリズムに関連するデスティネーション
の情報発信を調査した結果，人工的にスポーツの場と
して建設されたスポーツ施設が 17項目，自然資源を
活用してスポーツの場として整備されたスポーツ施設
／自然資源が 10項目，アウトドア・レクリエーショ
ンの拠点となる自然資源が 18項目の計 45項目のデ
スティネーションが選出された．これにより，地方自
治体や観光協会が情報発信しているデスティネーショ
ン情報の観点から，スポーツ・ツーリズムの範疇を把
握することができた．
　Kurtzman and Zauhar（2003）は，文化環境，自然
環境，人工環境，社会環境，経済環境といった状況の
なかで，アトラクション，リゾート，クルーズ，ツアー，
イベントという 5つの区分にまたがるスポーツ・ツー
リズムの活動が行われることを説明した，スポーツ・
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ツーリズム事象モデルを提唱している．ここで示され
たスポーツ・ツーリズムの範疇には，ツーリズムの領
域と重複しているアドベンチャー・ツーリズム，自然
ツーリズムが含まれていないことを Ritchie and Adair
（2004）が指摘している．これらの自然を相手にして
繰り広げられるスポーツ活動を含めて，彼らはアドベ
ンチャーを加えた 6つの主要領域によってスポーツ・
ツーリズムの範疇を捉えている．

Ⅲ．スポーツ・ツーリズムの主要領域

　Kurtzman and Zauhar（2003）は，アトラクション，
リゾート，クルーズ，ツアー，イベントといった 5つ
の主要領域を提示して，供給サイドからみたスポーツ・
ツーリズムの産業構造について説明している（表 2）．

表2　スポーツ・ツーリズムにおける5 つの区分と諸事象
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1．アトラクション
　スポーツ・ツーリズムのアトラクションは，スポー
ツに関係する資源を有する場所であり，それに引きつ
けられた旅行者がスポーツを実施したり見学したりす
るデスティネーション（旅行目的地）である．スポーツ・
デスティネーションは，人工的にスポーツの場として
建設された施設，自然資源を活用してスポーツの場と
して整備された空間，スポーツの拠点となる自然の
フィールドに分けることができる．アトラクションと
しては，最新技術のスポーツ施設，スポーツ遺産やス
ポーツ博物館，スポーツ・テーマパーク，自然散策を
するハイキング・トレイル，スポーツ小売店（Neirotti, 
2003, pp.3-4）といったデスティネーションが挙げら
れる．
2．リゾート
　スポーツ・ツーリズムの受け皿となるリゾートは，
良好な自然環境や生活環境が整った場所に滞在してス
ポーツ活動を行うことができる地域である．整備され
たスポーツ空間においてゴルフ，テニスをはじめとし
てスノースポーツやマリンスポーツを楽しむことがで
き，専門知識を有するインストラクターの指導やス
ポーツ体験のプログラムを受けることもできる．リ
ゾートの拡大解釈としてスポーツ・キャンプがこの領
域に含まれ，リゾート，大学，自然保護地域が受け入
れ先となっており，なかでもスポーツ選手やコーチの
指導を受けたり，有名なスポーツの舞台でトレーニン
グをしたりする機会を提供するファンタジー・キャン
プが成功を収めている（Neirotti, 2003）．
3．クルーズ
　スポーツ・ツーリズムにおけるクルーズは，主とし
て船舶を利用してスポーツにかかわる活動を行う船旅
のことを指す．クルーズ客船には，ホテルの宿泊施設
と同等の豪華さが備えられており，船上で可能なス
ポーツの設備が備え付けられている．クルージングで
は，ゴルフ，テニス，スノーケリング，水上スキーな
どの機会を提供するための巡航船が手配されたり，船
上スポーツ競技会が開催されたり，スポーツ有名人に
よる特別講義やクリニックが実施されたりすることが
ある．また，スポーツ・デスティネーションに向かう
ためのフェリー，プライベート・ヨットを手配するこ
ともできる（Neirotti, 2003）．
4．ツアー
　スポーツ・ツーリズムのツアーには，スポーツ施設
を利用したり，プロスポーツを観戦したり，スポーツ
遺産を見学したりすることを目的とした旅行者が参加
する．旅行会社は，旅行の基本的な要素となる交通，
宿泊，食事を付加したパッケージを提供する一方で，
それらに加えて観戦チケット，交流パーティー，関係

者とのレセプションを組み込んだパッケージを用意し
ている（Neirotti, 2003）．また，アドベンチャーを目
的としたツアーが，アウトドア・レクリエーションを
追求する人々を標的として設定されている．
5．イベント
　スポーツ・ツーリズムの対象となるイベントは，そ
の規模に応じてメガイベント，ホールマーク・イベン
ト，国際イベント，国内イベント，地方イベント，地
元イベントに分類することができる（Sofield, 2003）．
オリンピックやワールドカップといったスポーツイベ
ントには多くの観戦者が，またマラソンやウォーキン
グの大会には多くの参加者が開催地を訪問する．この
ことから，開催都市では，スポーツイベントによる地
域への経済効果を見込んでいる．また，地域に根ざし
たスポーツイベントでは，参加者以外にコーチ，審判，
ボランティア，メディア関係者が訪問することによる
地域活性化が期待されている．

Ⅳ．スポーツ・ツーリズムのモデル構築

　本研究では，スポーツ・ツーリズムの理論モデルを
用いて，日本におけるスポーツ・ツーリズムの現状を
明らかにしていく．図 2は，スポーツ・ツーリズムの
動的モデル（Neirotti, 2003）を参考にし，スポーツお
よびツーリズムの領域からアトラクション，リゾート，
クルーズ，ツアー，イベントといった 5つの区分から
なるスポーツ・ツーリズムの範疇を捉えようとしたモ
デルである．スポーツ・ツーリズム関連の先行研究を
検討することによって，スポーツにおける領域では，
「する」スポーツとして競技志向スポーツ，レクリエー
ション志向スポーツ，健康志向スポーツ，自然志向ス
ポーツを選出し，「みる」スポーツとしてプロスポーツ，
アスリート・スポーツ，パフォーマンス・スポーツ，モー
ター・スポーツ，ノスタルジア・スポーツを抽出した．
ツーリズムの領域では，スポーツ・ツーリズム市場に
寄与しているツーリズム産業を取り上げた．
　このスポーツ・ツーリズムのモデルを検証するにあ
たり，スポーツ・ツーリズム関連の調査，およびスポー
ツ産業関連の報告書を二次データとして活用する．そ
して，スポーツ・ツーリズムを供給サイドから分析す
ることによって，わが国の実状を鑑みながらインフラ
ストラクチャーやステークホルダーとの関係を示した
スポーツ・ツーリズムの動的モデルを構築する．
1．アトラクション
　最新技術のスポーツ施設としては，2002 FIFAワー
ルドカップの開催に伴い，公式試合の会場として 10
の自治体において用意されたスタジアムがある（表
3）．改修工事で対応した茨城県立カシマスタジアム
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と大阪長居陸上競技場を除く，札幌ドーム，宮城ス
タジアム，埼玉スタジアム 2002，横浜国際総合競技
場，新潟スタジアム，静岡スタジアム エコパ，神戸
ウイングスタジアム，大分スポーツ公園 ビッグアイ，
といった 8施設が約 251億円から約 603億円の総工
費をかけて新設されている（綜合ユニコム編集部，
2003）．多くの自治体では，年間数億円にのぼる維持
管理費が財政を圧迫しており，スタジアムの有効活用
をすることが経営課題となっている．首都圏にあり収
容人数が多い埼玉スタジアム（約 6万 3,000人）や横
浜国際総合競技場（約 7万 2,000人）では，人々の注
目を集めるビッグゲームを誘致することで収益が見込
める．一方で，人口が少ない地方都市にある大分スポー
ツ公園，宮城スタジアム，新潟スタジアム，静岡スタ
ジアムでは，収益性の高いイベントを誘致することが
難しく，利用料金を低く抑えた地域のイベントに開放
する動きにあるが，それでも年間稼働率は低迷してい
る．開業以来，黒字を確保している札幌ドームは，プ
ロ野球・日本シリーズ，サッカー・日本代表戦，FIS
ノルディックスキー世界選手権などの開催が功を奏
し，2007年 3月期においては，売上高 35億 3,600万円，
経常利益 3億 7,000万円，当期純利益 2億 800万円と

いう決算報告をしており，総利用日数 265日，稼働
率 72.6%，総来場者数 268万人，といった数字を残し
ている（札幌ドーム，2007）．
　スポーツに関係するミュージアム（表 4）としては，
オリンピックやワールドカップのようなメガ・スポー
ツイベントを開催した記念に開設された，秩父宮記念
スポーツ博物館，札幌ウインタースポーツミュージア
ム，長野オリンピック記念館，2002 FIFA ワールドカッ
プ記念 日本サッカーミュージアム，といった施設が
ある．また，スポーツイベントやプロスポーツをテー
マとした箱根駅伝ミュージアム，野球体育博物館があ
り，スポーツ種目をテーマとした日本ボウリング史料
館，横浜山手・テニス発祥記念館，といったミュージ
アムの他，スポーツ用品メーカーの歴史を展示したス
ポートロジーギャラリー，大リーグで活躍しているス
ポーツ選手の栄光を展示した松井秀喜ベースボール
ミュージアム，イチロー展示ルームのアイ・ファイン，
城島健司ベースボール記念館がある．
2．リゾート
　1987年に施行された総合保養地域整備法（通称：
リゾート法）では，国民が滞在しつつスポーツ，レク
リエーション，教養文化活動などを行うことができる

図2　スポーツとツーリズムの領域からみたスポーツ・ツーリズムの範疇

表3　2002 FIFAワールドカップの開催時に用意されたスタジアム
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特定施設として全国の 42構想が承認されたが，バブ
ル経済の崩壊によって，リゾート開発の破綻が相次い
だ．そのため，国土交通省は，同法に基づく基本構想
の抜本的な見直しに動き，ソフト面を充実させるよう
地域住民や NPOによる地域間交流の取り組みを促し
ている．
　宮崎市にあるフェニックス・シーガイア・リゾート
は，総合保養地域整備法の第一号指定である宮崎・日
南海岸リゾート構想の中核施設として 1993年 5月に
落成した．2001年 2月に第 3セクターとしては過去
最高となる 3,261億円の負債を抱えて会社更生法の適
用を申請し，再建に乗り出しているところである．
　北海道富良野・大雪リゾート構想の一つとして開発
されたアルファリゾート・トマムは，1998年に運営
会社が経営破綻し，2004年から新しい経営体制のも
とリゾート再生に乗り出している．2005年から，リ
ゾート再生の請負人とも言われる星野リゾートの単
独経営となり，経営再生 3ヶ年計画を立て「Northern 
Experience～北（常冬）の地の体験」，「自然融合トマ
ム」，「冬山解放宣言」といったキャッチフレーズを打
ち出しリゾートの魅力向上に努めている．
　冬季はスキーリゾートとなる菅平高原は，夏季には
ラグビーの合宿地として有名で，ラグビーだけでも年
間約 860チームが訪れ，陸上競技，サッカー，テニ
スの合宿を含めると年間 1,300を超えるチームが集結
するほど，スポーツ合宿が盛んに行われている（笹川
スポーツ財団，2007）．
　宮崎県では，スポーツランドみやざきプロジェクト
を立ち上げ，「スポーツを通じた経済の活性化」，「ス
ポーツを通じた元気な人づくり」，「スポーツを核とし
た地域づくり」を戦略とした全県的な取り組みとして，
スポーツを活用した地域活性化を実現している．宮崎
県観光・リゾート課（2006）の記者発表資料によると，
平成 17年度におけるスポーツキャンプ・合宿の状況
は，898団体から 22,103人の参加で，のべ参加人数
としては 136,594人に達しており，過去最高の受入数

を記録している．また，平成 18年度春期には，プロ
野球 5球団，Jリーグ 13チーム，サッカー日本代表，
および Kリーグ 1チームがキャンプを行っており，
その観客数は 528,000人にのぼり，117億 4,600万円
の経済効果があったと推定されている．
　福島県にあるスポーツ総合施設の Jヴィレッジは，
日本代表チームをはじめてとして，Jリーグ，JFL，L
リーグ，社会人，大学などの合宿が実施できる，サッ
カー界初のナショナルトレーニングセンターである．
サッカー日本代表チームの本拠地である Jヴィレッジ
では，代表チームと同じロッカールームを使い，代表
チームがプレイする天然芝フィールドで専門のインス
トラクターから指導を受ける体験プログラムを提供し
ている．
3．クルーズ
　1989年に「ふじ丸」（日本チャータークルーズ）が
建造されたことを機に，にっぽん丸（商船三井客船），
ぱしふぃっくびいなす（日本クルーズ客船），飛鳥Ⅱ（郵
船クルーズ）が登場したことで，わが国では本格的な
クルーズ客船の時代を迎えることとなった．国土交通
省（2006）の報告によると，2005年における日本の
クルーズ人口は，対前年比 2.4％減の 15万 6,000人で
あり，外航クルーズ乗客数，内航クルーズ乗客数とも
に 7万 8,000人であった．外航クルーズでは，4泊～
13泊の利用者が前年度比 3％増となり，2泊～ 3泊の
ショートクルーズの利用者も前年度比 83％増に上昇
しているが，ワンナイトクルーズの利用客が大幅に落
ち込んでいる．内航クルーズの泊数は，1泊が 45％
の割合を占め 1～ 3泊以下の割合が 82.7％を占めて
おり，ショートクルーズが中心となっている．
　クルーズ客船には，航行中に乗客がスポーツ活動を
楽しめるように，プール，スポーツデッキ，テニス
コート，フィットネスセンター，といったスポーツ設
備が備え付けられている．また，屋久島のような自然
を満喫するクルーズでは，オプショナルツアーとして
トレッキングやカヌー体験などが用意されている．

表4　主なスポーツ関係のミュージアム
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4．ツアー
　『レジャー白書 2007』（社会経済生産性本部，2007）
には，特別レポートとして「新たな旅」の需要分析の
調査結果が報告されている．「新たな旅」の経験率を
みると，スポーツ関係の旅行形態として，「アウトド
ア体験を楽しむ旅」（33.3%），「スポーツ活動を楽し
む旅」（28.2%），「スポーツ観戦を楽しむ旅」（8.4%）
が挙げられており，スポーツを目的とした旅行への参
加が新しい旅行形態として浸透していることが窺え
る．
　スポーツ・ツーリズムに対する需要が高まるなか，
旅行業者の多くがスポーツをテーマとしたツアーを商
品化する動きにある．㈱ジェイティービーでは，海外
に限定した 40コース以上のマラソン大会への参加ツ
アーを企画し，販売を開始した．近畿日本ツーリスト
㈱は，「本気志向」のアマチュア競技者やスポーツ愛
好者を対象として『Run the World』を立ち上げ，海
外スポーツイベント市場を新たに開拓しようとしてい
る．その他，㈱阪急交通公社がゴルフ旅行専門サイト
を設けたり，㈱エイチ・アイ・エスがスポーツ観戦・
体験専門のスポーツ・イベント・セクションを開設し
たり，日本通運㈱がワールド・スポーツ・ツアーを企
画し世界のスポーツ・ツアーを紹介したりしている．
主要旅行業者のウェブサイトでは，マラソン，ロード
レース，トレッキング，ハイキング，ウォーキング，
ゴルフ，ダイビング，などの参加型ツアー，野球，サッ
カー，ラグビー，モータースポーツ，などの観戦型ツ
アーがスポーツ・ツーリズムの商品として掲載されて
いる．
5．イベント
　近年，わが国で開催された世界規模のメガイベント
としては，1998年の長野オリンピック冬季競技大会
と 2002 FIFA ワールドカップを挙げることができる．
注目度が高く単一種目で行われるホールマークイベン
トには 2007年に始まった東京マラソンがあり，多く
の国から参加がある国際イベントとしては 2007年の
世界陸上大阪大会がある．
　日韓の共催で開催された 2002 FIFAワールドカッ
プでは，32ヶ国（地域）の参加があり日本と韓国で
それぞれ 32試合が行われ，日本における公式観客数
は 1,438,637人に上った（2002年ワールドカップサッ
カー大会日本組織委員会，2002）．㈱電通・電通総研
と㈱社会工学研究所（2001）の試算によると，この
世界最大のスポーツイベントが日本で開催されること
により，建設投資および消費支出の合計は 1兆 4,188
億円になると推計され，その 2.33倍の 3兆 3,049億
円の経済波及効果をもたらすことが見込まれた．
　2007年に㈶日本陸上競技連盟と東京都が主催する

第一回東京マラソンが開催され，30,870人が参加し
て日本で初めてとなる大規模な都市での市民マラソン
が幕開けした．また，温泉観光地として有名な指宿で
は，「もてなしマラソン日本一の大会」としていぶす
き菜の花マラソンが開催されており，2006年の第 25
回大会には 14,000人を超える参加者を集めた（笹川
スポーツ財団，2007）．
　国内規模のイベントでは，全国大会として行われる
国民体育大会や全国スポーツ・レクリエーション祭が
あり，地域活性化に寄与している地方イベントとして
は，ウォーキング大会，マラソン大会，サイクリング
大会，などが開催されている．

Ⅴ．結　語

　本研究では，スポーツ・ツーリズムの理論モデルを
用いて，日本におけるスポーツ・ツーリズムの現状を
明らかにした上で，わが国におけるスポーツ・ツー
リズムの動的モデルを構築することを目的とした．
Neirotti（2003）が提示したスポーツ・ツーリズムの
動的モデルでは，アトラクション，リゾート，クルーズ，
ツアー，イベントといった 5つの主要領域を提示して
いる．このスポーツ・ツーリズムの主要領域について，
本研究では，スポーツ・ツーリズム関連の調査，およ
びスポーツ産業関連の報告書やレポートを二次データ
として活用して，スポーツ・ツーリズムを供給サイ
ドから分析することによって日本におけるスポーツ・
ツーリズムの諸相について把握した．その結果，アト
ラクション，リゾート，ツアー，イベントの領域につ
いては，わが国においてスポーツ・ツーリズムに関連
する諸事象が成立していることを確認することができ
た．
　しかしながら，クルーズについては，わが国におい
てクルーズ旅行が注目されるようになってきているも
のの，スポーツ・ツーリズムに関係するプログラムの
提供にまでは至っていない．海外においては，クルー
ズのオプショナルツアーとしてトレッキングやカヌー
体験などのアドベンチャー・ツーリズムが組み込まれ
ていたり，リゾートにおいて自然志向を背景としてア
ドベンチャー・ツーリズムのプログラムが取り入れら
れる潮流にあったりする．
　一方で，観光ウェブサイトが提供しているスポー
ツ・デスティネーション情報調査（二宮，2008）に
おいて，自然資源を活用してスポーツの場として整備
されたスポーツ施設／自然資源やアウトドア・レクリ
エーションの拠点となる自然資源についての情報が多
く発信されていることが明らかになっており，アドベ
ンチャーの領域に対する需要が高まっていることが分
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かる．また，スポーツ・ツーリズムの主要領域として，
Ritchie and Adair（2004）が自然を相手にして繰り広
げられるスポーツ活動であるアドベンチャー・ツーリ
ズム，自然ツーリズムが含まれていないことを指摘し
ている．
　以上のことから，本研究では，スポーツ・ツーリ
ズムの主要領域から，クルーズを除外してアドベン
チャーを追加することにした．したがって，日本にお
けるスポーツ・ツーリズムの動的モデルとして提示し
た図 3においては，アトラクション，リゾート，ツアー，
イベント，アドベンチャーを主要領域とするスポーツ・
ツーリズムの諸事象を例示し，わが国の実状を鑑みな
がらツーリズム市場においてインフラストラクチャー
やステークホルダーとの関係が築かれる構図を提示し
た．この日本版スポーツ・ツーリズムの動的モデルを
用いることで，わが国におけるスポーツ・ツーリズム
の全体像を鳥瞰することができ，その動態を説明する
ことが可能になるであろう．

付　記
　本稿は，平成 18年度～ 20年度科学研究費補助金  
基盤研究（C）課題番号 18500488「グローカル化社
会におけるスポーツ・ツーリズム政策による地域振興
に関する調査研究」による研究成果の一部である．
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